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運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

外貨建て日系債券ファンド16-07 
（為替ヘッジなし） 

（愛称 花めぐり（為替ヘッジなし）） 

 

第６期（決算日 2018年３月22日） 

第７期（決算日 2018年６月21日） 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「外貨建て日系債券ファンド16-07（為替ヘッ

ジなし）（愛称 花めぐり（為替ヘッジなし））」は、

2018年６月21日に第７期決算を迎えましたので、過去

６ヵ月間（第６期～第７期）の運用状況ならびに決算

のご報告を申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 単位型投信／海外／債券 

信 託 期 間 2016年７月28日から2020年12月21日までです。 

運 用 方 針 

外貨建て日系債券マザーファンド16-07（以

下、「マザーファンド」といいます。）の受益

証券への投資を通じて、本邦の企業および

その子会社等（海外子会社等を含みます。）

または政府系機関・地方自治体等の発行す

る、主に米ドルを中心とした先進国通貨建

ての債券に投資を行い、投資信託財産の着

実な成長と安定した収益の確保を目指して

運用を行います。 

実質組入外貨建資産については、原則とし

て為替ヘッジを行いません。 

主 要 投 資 

対 象 

当ファンド 
マザーファンドの受益証券

を主要投資対象とします。 

外貨建て 

日系債券 

マ ザ ー 

ファンド 

1 6 - 0 7 

取得時においてBBB格相当以

上の外貨建債券を主要投資

対象とします。 

投 資 制 限 

当ファンド 

マザーファンドの受益証券

への投資割合には、制限を設

けません。 

外貨建て 

日系債券 

マ ザ ー 

ファンド 

1 6 - 0 7 

外貨建資産への投資割合に

は制限を設けません。 

分 配 方 針 

年４回、３月、６月、９月および12月の各月

の21日（休業日の場合は翌営業日）に決算を

行い、原則として、以下の方針に基づき、収

益分配を行います。 

分配対象収益の範囲は、元本超過額または

経費控除後の利子・配当等収益のいずれか

多い金額とします。経費控除後の利子・配当

等収益には、マザーファンドの利子・配当等

収益のうち、投資信託財産に帰属すべき利

子・配当等収益を含むものとします。 

分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価

額水準、市況動向等を勘案して決定します。 

分配対象収益が少額の場合には、収益分配

を行わないことがあります。 
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外貨建て日系債券ファンド16-07（為替ヘッジなし）（愛称 花めぐり（為替ヘッジなし）） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

受 益 者 
利 回 り 

FTSE Non-JPY WorldBIG 
Index Japan Issuers JPY 債  券 

組入比率 
債  券 
先物比率 

元 本 
残 存 率 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 額 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 円 ％ ％ ポイント ％ ％ ％ ％ 

2016年７月28日 10,000 － － － － 241.8105 － － － 100.0 

１期(2016年12月21日) 10,982 20 1,002 10.0 24.9 261.5119 8.1 97.7 － 69.2 

２期(2017年３月21日) 10,643 20 △  319 △ 2.9 10.5 252.1106 △3.6 93.6 － 57.4 

３期(2017年６月21日) 10,799 20 176 1.7 9.5 256.2064 1.6 96.4 － 47.8 

４期(2017年９月21日) 10,970 20 191 1.8 9.1 258.8294 1.0 96.1 － 37.4 

５期(2017年12月21日) 11,013 20 63 0.6 7.9 262.4142 1.4 97.3 － 37.4 

６期(2018年３月22日) 10,211 20 △  782 △ 7.1 2.0 244.5199 △6.8 96.7 － 37.4 

７期(2018年６月21日) 10,648 20 457 4.5 4.1 252.4654 3.2 97.4 － 34.2 
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落額および騰落率は分配金（税引前）込み。 
（注） 設定日の基準価額は当初設定元本。 
（注） 受益者利回りは、設定以来の年率換算利回りです。 
（注）FTSE Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers JPYは当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。 

FTSE Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers JPYは当該日前営業日の指数値です。 
（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、債券組入比率および債券先物比率は実質比率を記載しております。 
（注） 債券先物比率＝買建比率－売建比率。 
（注） Citi Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers JPYは、FTSE Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers JPYに名称変更となりました。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

FTSE Non-JPY WorldBIG 
Index Japan Issuers JPY 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 

第６期 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 
2017年12月21日 11,013 － 262.4142 － 97.3 － 

12月末 11,002 △0.1 261.9304 △0.2 97.8 － 
2018年１月末 10,586 △3.9 251.9706 △4.0 96.9 － 

２月末 10,402 △5.5 247.5854 △5.7 96.7 － 
(期  末)       

2018年３月22日 10,231 △7.1 244.5199 △6.8 96.7 － 

第７期 

(期  首)       
2018年３月22日 10,211 － 244.5199 － 96.7 － 

３月末 10,256 0.4 245.8444 0.5 97.5 － 
４月末 10,559 3.4 250.9923 2.6 98.0 － 
５月末 10,502 2.8 250.2225 2.3 95.8 － 

(期  末)       
2018年６月21日 10,668 4.5 252.4654 3.2 97.4 － 

 
（注） 期末基準価額は１万口当たり分配金（税引前）込み、騰落率は期首比。 
 

FTSE Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers JPYは、FTSE Fixed Income LLCにより運営されている債券インデックスです。同指数はFTSE 
Fixed Income LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権利はFTSE Fixed Income LLCが有しています。 
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外貨建て日系債券ファンド16-07（為替ヘッジなし）（愛称 花めぐり（為替ヘッジなし）） 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

なお、当ファンドは単位型投信であり、実際には分配金は再投資されませんのでご留意ください。 

（注） 参考指数は、FTSE Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers JPYです。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2017年12月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドの主要投資対象である「外貨建て日系債券マザーファンド16-07」における主なプラス要因およびマイ

ナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・保有債券からの利息収入がプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・保有債券の利回り上昇による債券価格の下落がマイナスに作用しました。 

・米ドルの対円での下落がマイナスに作用しました。 
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外貨建て日系債券ファンド16-07（為替ヘッジなし）（愛称 花めぐり（為替ヘッジなし）） 

  
米国の債券市場は、全般に利回りが上昇しました。税制改革法の成立等を背景とした景気拡大観測の高まりや原

油価格の上昇等を受けて、利回りの上昇圧力が強まる展開となりました。ただ、作成期末にかけては、米国の保護主

義的な通商政策に対する懸念から、「質への逃避」の動きが強まったこともあり、長期ゾーンを中心に利回りが低下

する動きとなりました。 

スプレッド（社債と国債の利回り格差）については、全般に拡大しました。2018年１月にかけては、世界的な景気

拡大期待を背景にスプレッドは縮小基調を辿りましたが、その後は世界的な株価の調整等を受けて、投資家の利回

りを選好する動きが弱まり、スプレッドが拡大する動きとなりました。 

為替市場については、米ドルが対円で下落しました。世界的な株価の調整や地政学リスクの高まりを背景に、2018

年３月にかけて米ドルが対円で下値を探る動きとなりました。ただ、その後は日米の金利差拡大等を材料に買い戻

しが入り、米ドルが対円で下げ幅を縮小する動きとなりました。 

 

  
「外貨建て日系債券マザーファンド16-07」の受益証券の組入比率を高位に保ちました。 

実質組入外貨建資産につきましては、運用の基本方針通り為替ヘッジは行いませんでした。 

「外貨建て日系債券マザーファンド16-07」においては、本邦の企業等が発行する米ドル建ての債券に投資を行い

ました。ポートフォリオのデュレーションは、当ファンドの残存信託期間＋0.5年程度とすることを目指しました。

投資する銘柄の選択にあたっては、流動性、信用リスクに留意しつつ、利回り、業績、財務面等の魅力が高いと判断

される債券に着目しました。 

 

  
当作成期間における当ファンドの分配金も考慮した基

準価額の騰落率は、参考指数であるFTSE Non-JPY WorldBIG  

Index Japan Issuers JPYの騰落率を0.8％上回る結果と

なりました。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、FTSE Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers

JPYです。 
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外貨建て日系債券ファンド16-07（為替ヘッジなし）（愛称 花めぐり（為替ヘッジなし）） 

  
当ファンドの分配対象収益の範囲は、元本超過額または経費控除後の利子・配当等収益のいずれか多い金額とし

ます。当作成期間につきましては、第６期および第７期決算にそれぞれ１万口当たり20円（税引前）、合計40円（税

引前）の分配を行いました。なお、留保益の運用につきましては、元本部分と同一の運用を行ってまいります。 

 

  
米国の債券市場は、利回りが低下する展開を予想しています。米国経済は減税等の効果から当面堅調と思われま

すが、2019年以降は政策による下支えが弱まることも想定されるため、中・長期ゾーンの利回りは、徐々に将来の景

気減速を織り込んで低下すると考えています。また、世界的な保護主義の広がりや地政学リスクの高まりを受けた

「質への逃避」の動きも、利回りの低下要因になると見ています。 

スプレッドについては、当面不安定な動きとなることを予想しています。米国を含め世界経済が減速する中で、

発行体企業の業績は低調となることが想定されるため、投資家のリスク警戒感が続くと見込んでいます。ただ、相対

的に格付けの高い本邦の企業については、全般に財務状況が健全であることから、通常の景気循環の中での収益減

少が信用評価に及ぼす影響は軽微と考えられるため、今後のスプレッドの拡大余地は限定的と見ています。 

為替市場は、米ドルが対円で上値の重い動きとなることを予想します。米国の金利先高観の後退を受けて、米ド

ルへの買いが弱まる可能性を見込んでいます。 

このような状況下、当ファンドの運用においては、主要な投資対象である「外貨建て日系債券マザーファンド16-

07」の受益証券の組入れを高位に維持して運用する方針です。 
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外貨建て日系債券ファンド16-07（為替ヘッジなし）（愛称 花めぐり（為替ヘッジなし）） 

○１万口当たりの費用明細 (2017年12月22日～2018年６月21日) 

項 目 
第６期～第７期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 24  0.229  (a)信託報酬＝作成期間中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (11)  (0.108)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (11)  (0.108)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.013)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 2   0.021   (b)その他費用＝作成期間中のその他費用÷作成期間中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 2)  (0.015)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.006)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 26   0.250    

作成期間中の平均基準価額は、10,551円です。  

 
（注） 作成期間中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目

ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年12月22日～2018年６月21日) 

 

銘 柄 
第６期～第７期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
外貨建て日系債券マザーファンド16-07 － － 3,877 4,080 

 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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外貨建て日系債券ファンド16-07（為替ヘッジなし）（愛称 花めぐり（為替ヘッジなし）） 

○利害関係人との取引状況等 (2017年12月22日～2018年６月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2018年６月21日現在) 

 

銘 柄 
第５期末 第７期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

外貨建て日系債券マザーファンド16-07 42,289 38,411 41,246 
 

（注） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年６月21日現在) 

項 目 
第７期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

外貨建て日系債券マザーファンド16-07 41,246 99.2 

コール・ローン等、その他 344 0.8 

投資信託財産総額 41,590 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注） 外貨建て日系債券マザーファンド16-07において、作成期間末における外貨建純資産（1,290,997千円）の投資信託財産総額（1,302,535

千円）に対する比率は99.1％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期間末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算レートは１米ド

ル＝110.43円です。 

 

  

親投資信託残高 
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外貨建て日系債券ファンド16-07（為替ヘッジなし）（愛称 花めぐり（為替ヘッジなし）） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第６期末 第７期末 

2018年３月22日現在 2018年６月21日現在 

  円 円 

(A) 資産 43,656,697   41,590,840   

 コール・ローン等 341,830   344,711   

 外貨建て日系債券マザーファンド16-07(評価額) 43,314,867   41,246,129   

(B) 負債 138,440   126,012   

 未払収益分配金 85,237   77,880   

 未払信託報酬 51,770   46,775   

 その他未払費用 1,433   1,357   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 43,518,257   41,464,828   

 元本 42,618,982   38,940,350   

 次期繰越損益金 899,275   2,524,478   

(D) 受益権総口数 42,618,982口 38,940,350口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,211円 10,648円 
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、第６期1.0211円、第７期1.0648円です。 

（注） 当ファンドの設定元本額は113,788,418円、第６期首元本額は42,618,982円、作成期間末における元本残存率は34.2％です。 

 

○損益の状況 

項 目 
第６期 第７期 

2017年12月22日～ 
2018年３月22日 

2018年３月23日～ 
2018年６月21日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △        1   △       27   

 支払利息 △        1   △       27   

(B) 有価証券売買損益 4,323   239,661   

 売買益 4,323   239,661   

(C) 有価証券評価差損益 △3,285,265   1,671,601   

(D) 信託報酬等 △   53,203   △   50,326   

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △3,334,146   1,860,909   

(F) 前期繰越損益金 4,318,658   899,275   

(G) 解約差損益金 －   △  157,826   

(H) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 984,512   2,602,358   

(I) 収益分配金 △   85,237   △   77,880   

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) 899,275   2,524,478   
 

（注） 損益の状況の中で(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 

（注） 収益分配金 

（第６期） 

計算期間末における元本超過額984,512円と費用控除後の配当等収益432,713円のうち、多い金額984,512円を分配対象金額として

85,237円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 

（第７期） 

計算期間末における元本超過額2,602,358円と費用控除後の配当等収益434,338円のうち、多い金額2,602,358円を分配対象金額として

77,880円（10,000口当たり20円）を分配金額としております。 
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外貨建て日系債券ファンド16-07（為替ヘッジなし）（愛称 花めぐり（為替ヘッジなし）） 

○分配金のお知らせ  

 第６期 第７期 

１万口当たり分配金（税引前） 20円 20円 

支払開始日 各決算日から起算して５営業日までの間に支払いを開始します。 

お支払場所 取得申込みを取扱った販売会社の本支店 
 
 
 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 
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外貨建て日系債券ファンド16-07（為替ヘッジなし）（愛称 花めぐり（為替ヘッジなし）） 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2018年６月21日現在) 

＜外貨建て日系債券マザーファンド16-07＞ 
 下記は、外貨建て日系債券マザーファンド16-07全体(1,213,007千口)の内容です。 

 

(Ａ)外国(外貨建)公社債 種類別開示 

区    分 

第７期末 

額面金額 
評  価  額 

組入比率 
うちBB格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

アメリカ 11,150 11,555 1,276,025 98.0 － 64.4 19.2 14.4 

合 計 11,150 11,555 1,276,025 98.0 － 64.4 19.2 14.4 
 

（注） 邦貨換算金額は、作成期間末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 組入比率は、このファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合。 

（注） 額面・評価額の単位未満は切捨て。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)外国(外貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘         柄 

第７期末 

利  率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日 
外貨建金額 邦貨換算金額 

アメリカ ％ 千米ドル 千米ドル 千円  

  普通社債券 DAI-ICHI LIFE 7.25 7.25 1,000 1,089 120,366 － 

  (含む投資法人債券) DAIWA SEC GROUP 3.129 3.129 200 196 21,646 2022/４/19 

   FUKOKU MUTUAL 6.5 6.5 800 865 95,627 － 

   MEIJI YASUDA LIF 5.2 5.2 600 613 67,706 2045/10/20 

   MITSUB UFJ FIN 4.18031 200 207 22,871 2021/３/１ 

   MITSUB UFJ FIN 3.39263 700 710 78,449 2021/９/13 

   MITSUB UFJ FIN 3.24938 200 202 22,322 2022/２/22 

   MITSUB UFJ LEASE 3.13656 200 200 22,133 2019/７/23 

   MITSUI SUMITOMO 7 7.0 1,000 1,093 120,730 2072/３/15 

   MIZUHO FINANCIAL 3.20713 500 503 55,593 2022/９/11 

   MIZUHO FINANCIAL 3.10781 200 200 22,129 2023/３/５ 

   NIPPON LIFE INS 5 5.0 1,000 1,024 113,083 2042/10/18 

   NOMURA HOLDINGS 2.75 2.75 800 799 88,266 2019/３/19 

   ORIX CORP 2.65 2.65 200 194 21,493 2021/４/13 

   SOMPO JAPAN INS 5.325 5.325 1,000 1,032 113,965 2073/３/28 

   SUMITOMO LIFE 6.5 6.5 800 869 95,978 2073/９/20 

   SUMITOMO MITSUI 3.11903 50 50 5,545 2022/７/12 

   SUMITOMO MITSUI 4.436 4.436 1,000 1,009 111,434 2024/４/２ 

   SUNTORY HOLDINGS 2.55 2.55 700 694 76,677 2019/９/29 

合 計    1,276,025  
 

（注） 邦貨換算金額は、作成期間末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 額面・評価額の単位未満は切捨て。 

（注） 変動利付債の利率は、作成期間末における利率です。 

（注） 償還年月日が「－」表示の銘柄は永久債です。 
 

外国公社債 
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外貨建て日系債券マザーファンド16-07 

マザーファンドの運用報告書につきましては、ベビーファンドの運用報告書と作成対象期間が異なる場合には、データ・コメント等に不一致が生じることがありますのでご了承ください。 

 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

Citi Non-JPY WorldBIG 
Index Japan Issuers JPY 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

 
期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円 

2016年７月28日 10,000 － 241.8105 － － － 800 

１期(2016年12月21日) 10,898 9.0 261.5119 8.1 98.4 － 824 

２期(2017年12月21日) 11,042 1.3 262.4142 0.3 97.8 － 1,448 
 

（注） 基準価額は１万口当たり。 

（注） 設定日の基準価額および純資産総額は当初設定元本。 

（注） Citi Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers JPYは当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。 

Citi Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers JPYは、当該日前営業日の指数値です。 

（注） 債券先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

  

外貨建て日系債券マザーファンド16-07 

第２期 運用状況のご報告 
決算日：2017年12月21日 

 
「外貨建て日系債券マザーファンド16-07」は、2017年12月21日に第２期の決算を行いましたので、期中の運用状況をご報告申し

上げます。 

 
当ファンドの仕組みは次の通りです。 

運 用 方 針 

本邦の企業およびその子会社等（海外子会社等を含みます。）または政府系機関・地方自治体等の発行す

る、主に米ドルを中心とした先進国通貨建ての債券に投資を行い、投資信託財産の着実な成長と安定し

た収益の確保を目指して運用を行います。 

主要投資対象 取得時においてBBB格相当以上の外貨建債券を主要投資対象とします。 

投 資 制 限 外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 
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外貨建て日系債券マザーファンド16-07 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

Citi Non-JPY WorldBIG 
Index Japan Issuers JPY 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

 騰 落 率 ( 参 考 指 数 ) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 

2016年12月21日 10,898 － 261.5119 － 98.4 － 

12月末 10,801 △0.9 259.3260 △0.8 97.9 － 

2017年１月末 10,608 △2.7 254.0133 △2.9 97.6 － 

２月末 10,648 △2.3 251.8690 △3.7 70.4 － 

３月末 10,624 △2.5 250.2435 △4.3 95.5 － 

４月末 10,626 △2.5 252.3627 △3.5 97.7 － 

５月末 10,705 △1.8 254.0881 △2.8 97.1 － 

６月末 10,819 △0.7 258.4997 △1.2 98.0 － 

７月末 10,709 △1.7 256.4638 △1.9 96.4 － 

８月末 10,774 △1.1 256.8707 △1.8 96.7 － 

９月末 10,977 0.7 261.1878 △0.1 96.5 － 

10月末 11,050 1.4 262.4295 0.4 96.8 － 

11月末 10,934 0.3 259.8952 △0.6 91.4 － 

(期  末)       

2017年12月21日 11,042 1.3 262.4142 0.3 97.8 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 
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外貨建て日系債券マザーファンド16-07 

  

  

  
（注） 参考指数は、Citi Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers JPYです。 

（注） 参考指数は、期首（2016年12月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・保有債券からの利息収入がプラスに寄与しました。 

・保有債券の利回り低下による債券価格の上昇がプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・米ドルの対円での下落がマイナスに寄与しました。 

 

  
米国の債券市場は、短期ゾーンを中心に利回りが上昇しました。経済指標の改善や米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）

の利上げを背景に、期を通じて売りが優勢な展開となりました。ただ、長期ゾーンの債券は、ＩＴ（情報技術）革新

や人口動態の変遷などによる経済構造の変化が物価の下押し圧力として意識されたことや、年金資金等を運用する

機関投資家からの投資需要が根強く続いたこともあり、利回りが低下する動きとなりました。 

スプレッド（社債と国債の利回り格差）については、全般に縮小しました。金融市場全般にボラティリティ（変動

率）が低位で推移する中、期を通じて投資家の利回り選好の動きが優勢となりました。また、世界的な景気拡大を背

景に発行体企業の業績改善期待が高まったことも、社債市場への投資資金の流入を促しました。 

為替市場については、米ドルが対円で下落しました。米ドルは前期末にかけて急上昇した反動などから、2017年

２月まで対円で値を下げる動きとなりました。その後は、フランス大統領選挙や北朝鮮情勢への懸念を受けて米ド

ルが一段安となる場面も見られましたが、米国の景気拡大期待や金利先高観の高まりなどに下支えされたこともあ

り、対円では概ね横這いの推移となりました。 
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外貨建て日系債券マザーファンド16-07 

  
本邦の企業等が発行する米ドル建ての債券に投資を行いました。ポートフォリオのデュレーションは、当ファン

ドの残存信託期間＋0.5年程度とすることを目指しました。投資する銘柄の選択にあたっては、流動性、信用リスク

に留意しつつ、利回り、業績、財務面等の魅力が高いと判断される債券に着目しました。 

組入外貨建資産につきましては、運用の基本方針通り為替ヘッジは行いませんでした。 

 

  
当期間における当ファンドの基準価額の騰落率は、参考指数であるCiti Non-JPY WorldBIG Index Japan Issuers 

JPYの騰落率を1.0％上回る結果となりました。 

 

  
米国の債券市場は、徐々に利回りの上昇圧力が弱まる展開を予想しています。当面は景気拡大観測が利回りの上

昇を後押しすると見られますが、低調な物価指標を背景にインフレ期待が高まり難いこともあり、今後の利回りの

上昇余地は限定的と考えています。また、足元で一部のＩＴ関連企業の株式や仮想通貨などの相場に過熱感が見ら

れることもあり、これらの相場の調整がリスク資産市場全般に波及し、「質への逃避」の動きを伴って利回りが低下

する可能性も見込んでいます。 

スプレッドについては、全般に縮小方向への動きとなることを予想しています。低インフレを背景にＦＲＢが慎

重な政策運営を行うと見られることから、今後も金融市場全般にボラティリティは低位で推移し、投資家の利回り

選好の動きが続くと見込んでいます。また、世界的な景気拡大を背景に発行体企業の業績改善が期待されることも、

社債市場の下支え要因になると考えています。ただ、株式市場等の調整を受けて投資家がリスク回避姿勢を強める

ことも想定されるため、一時的にスプレッドが拡大する場面もあると見ています。 

為替市場は、徐々に米ドルの対円での上値が重くなる展開を予想しています。米国の金利先高観の後退を受けて、

米ドルへの買いが弱まる可能性を見込んでいます。 

このような状況下、当ファンドの運用においては、債券組入比率を高位に維持して運用する方針です。ポートフォ

リオのデュレーションは、当ファンドの残存信託期間＋0.5年程度とすることを目指します。 
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外貨建て日系債券マザーファンド16-07 

○１万口当たりの費用明細 (2016年12月22日～2017年12月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） そ の 他 費 用 3  0.032  (a)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (3)  (0.031)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (0)  (0.001)  その他は、金融商品取引を行う為の識別番号取得費用等 

 合 計 3   0.032    

期中の平均基準価額は、10,772円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年12月22日～2017年12月21日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

外 
国 

  千米ドル 千米ドル 
アメリカ 社債券（投資法人債券を含む） 8,442 2,877 

 
（注） 金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

（注） 単位未満は切捨て。 

（注） 社債券（投資法人債券を含む）には新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年12月22日～2017年12月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

  

公社債 
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外貨建て日系債券マザーファンド16-07 

○組入資産の明細 (2017年12月21日現在) 

 

(Ａ)外国(外貨建)公社債 種類別開示 

区    分 

当 期 末 

額面金額 
評  価  額 

組入比率 
うちBB格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

アメリカ 11,800 12,512 1,416,667 97.8 － 63.2 21.2 13.3 

合 計 11,800 12,512 1,416,667 97.8 － 63.2 21.2 13.3 
 

（注） 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

（注） 額面・評価額の単位未満は切捨て。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(Ｂ)外国(外貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘         柄 

当 期 末 

利  率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日 
外貨建金額 邦貨換算金額 

アメリカ ％ 千米ドル 千米ドル 千円  

  普通社債券 DAI-ICHI LIFE 7.25 7.25 1,000 1,127 127,684 ― 

  (含む投資法人債券) DAIWA SEC GROUP 3.129 3.129 200 200 22,710 2022/４/19 

   FUKOKU MUTUAL 6.5 6.5 800 897 101,615 ― 

   MEIJI YASUDA LIF 5.2 5.2 800 857 97,034 2045/10/20 

   MITSUB UFJ FIN 3.36063 200 207 23,512 2021/３/１ 

   MITSUB UFJ FIN 2.62347 700 709 80,355 2021/９/13 

   MITSUB UFJ FIN 2.36594 200 201 22,850 2022/２/22 

   MITSUB UFJ LEASE 2.1375 200 200 22,737 2019/７/23 

   MITSUI SUMITOMO 7 7.0 1,000 1,133 128,302 2072/３/15 

   MIZUHO FINANCIAL 2.41606 500 502 56,882 2022/９/11 

   NIPPON LIFE INS 5 5.0 1,000 1,056 119,653 2042/10/18 

   NOMURA HOLDINGS 2.75 2.75 800 803 91,002 2019/３/19 

   ORIX CORP 2.65 2.65 800 793 89,854 2021/４/13 

   SOMPO JAPAN INS 5.325 5.325 1,000 1,067 120,901 2073/３/28 

   SUMITOMO LIFE 6.5 6.5 800 901 102,022 2073/９/20 

   SUMITOMO MITSUI 2.46917 100 101 11,494 2021/７/14 

   SUMITOMO MITSUI 4.436 4.436 1,000 1,048 118,667 2024/４/２ 

   SUNTORY HOLDINGS 2.55 2.55 700 701 79,385 2019/９/29 

合 計    1,416,667  
 

（注） 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 額面・評価額の単位未満は切捨て。 

（注）変動利付債の利率は、期末における利率です。 

（注）償還年月日が「―」表示の銘柄は永久債です。 

 

  

外国公社債 
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外貨建て日系債券マザーファンド16-07 

○投資信託財産の構成 (2017年12月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

公社債 1,416,667 97.8 

コール・ローン等、その他 31,654 2.2 

投資信託財産総額 1,448,321 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注） 当期末における外貨建純資産（1,431,354千円）の投資信託財産総額（1,448,321千円）に対する比率は98.8％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算レートは１米ドル＝

113.22円です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年12月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,448,321,850   

 コール・ローン等 16,966,975   

 公社債(評価額) 1,416,667,854   

 未収利息 14,392,649   

 前払費用 294,372   

(B) 負債 80   

 未払利息 28   

 その他未払費用 52   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,448,321,770   

 元本 1,311,691,428   

 次期繰越損益金 136,630,342   

(D) 受益権総口数 1,311,691,428口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,042円 
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.1042円です。

（注） 当ファンドの期首元本額は756,428,803円、期中追加設定元本

額は710,622,966円、期中一部解約元本額は155,360,341円です。

（注） 当親ファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額は、以

下の通りです。 

外貨建て日系債券ファンド17-02（為替ヘッジあり） 627,243,075円

外貨建て日系債券ファンド16-07（為替ヘッジあり） 593,078,822円

外貨建て日系債券ファンド17-02（為替ヘッジなし） 49,080,263円

外貨建て日系債券ファンド16-07（為替ヘッジなし） 42,289,268円

○損益の状況 (2016年12月22日～2017年12月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 57,919,256   

 受取利息 57,935,164   

 支払利息 △     15,908   

(B) 有価証券売買損益 △ 24,941,310   

 売買益 11,756,313   

 売買損 △ 36,697,623   

(C) その他費用等 △    435,489   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 32,542,457   

(E) 前期繰越損益金 67,951,510   

(F) 追加信託差損益金 48,777,034   

(G) 解約差損益金 △ 12,640,659   

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 136,630,342   

 次期繰越損益金(Ｈ) 136,630,342   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を

いいます。 

（注） 損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、

元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 

 

 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 
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